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｢
偽｣

の
実
態
と｢

観
察｣

に
よ
る
判
別

杉
本 

欣
久

　
　

（
東
北
大
学
准
教
授
）　

著

学
術
研
究
と
し
て
の
「
美
術
史
」
に
お
い
て
も
、

「
偽
」の
存
在
は
そ
の
健
全
さ
を
危
う
く
し
得
る
、

非
常
に
大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
塞
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で「
真
」「
偽
」
の
問
題
は
、
避
け
て
通
る

こ
と
が
で
き
な
い
最
重
要
の
課
題
と
認
識
し
た

う
え
で
、建
設
的
な
議
論
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
科
学
的
な
合
理
性
を
備
え
た「
鑑
定
学
」の

構
築
が
不
可
欠
と
考
え
、そ
の
方
法
論
に
つ
い
て

論
述
す
る
。（
中
略
）「
鑑
定
」
と
い
う
行
為
は

ど
こ
か
学
術
的
な
次
元
と
異
に
す
る
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
が
学
問
と
し
て
成
立

し
得
る
こ
と
を
改
め
て
提
示
し
た
い
。そ
し
て

本
書
に
み
る
「
鑑
定
」の
支
え
と
な
り
得
る
思
想

を
説
明
し
、科
学
性
や
合
理
性
と
い
う
も
の
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か
を
考
察
す
る
。

（
本
文
よ
り
抜
粋
）

「真」 「偽」か か ―

鑑
定
学
へ
の
招
待

定
価 
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二
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鑑定学への招待
【著者略歴】
杉本欣久（すぎもと・よしひさ）

【芸術選書】

美術史・建築史分野で普遍性のある
テーマを専門性を担保しつつ、専門家
と読者を架橋する新シリーズです。

※【芸術選書】とは…

明治浮世絵師列伝
菅原 真弓  著

定価 3,850 円（本体 3,500 円 + 税 10％）
四六判上製カバー装　本文 272 頁　口絵 16頁
2023 年 3月刊　ISBN 978-4-8055-1502-0  C1071
　

「明治の写楽」と称され役者絵を得意とした
豊原国周、いわゆる黎明期の出版人としても
評価されるべき落合芳幾、近年明治の浮世絵
師の代表として評価の高まっている月岡芳年、
その死によって浮世絵の歴史は幕を閉じると
も評された小林清親、浮世絵が過去のものと
なりゆく時代を生きた「最後の浮世絵師」
たちの生涯と作品。

関 連 書 籍 の ご 案 内

【芸術選書】

東北大学大学院文学研究科 准教授。博士（文学）。
1973 年、京都市生まれ。
1998 年 3月、早稲田大学大学院文学研究科芸術学（美術史）専攻
修士課程修了。同年 4月より、黒川古文化研究所に勤務。2009 年
3月、早稲田大学にて博士（文学）の学位を取得。2018 年 4月より、
東北大学大学院文学研究科（東洋・日本美術史）の准教授として
日本近世絵画史を研究。美術史学会常任委員、事務局長を歴任。
文化財保存修復学会、美学会などに所属。

〔主要著作〕　　「 武士の絵画 ―中国絵画の受容と文人精神の展開―
（中央公論美術出版 2020 年）、東北大学大学院文学研究科講演・
出版企画委員会『人文社会科学講演シリーズ 12　私のモノがたり』
（共著、東北大学出版会　2021 年）ほか。

刊行スタート！

鑑定学への招待

武士の絵画

定価 16,500 円（本体 15,000 円＋税 10%）　
Ｂ5判上製函入　本文 594 頁　口絵 8頁　
2020 年 10 月刊　ISBN 978-4-8055-0882-4  C3071 　

杉本 欣久　著

江戸時代における市長の中心であった儒教的
価値観に着目することによって、どのような
歴史観が構築できるかという観点から、江戸
時代に生きた画家たちが憧憬した「文人」の
精神や生き方を捉え、その絵画の成立背景を
明らかにする。

―中国絵画の受容と文人精神の展開―

―｢偽｣の実態と｢観察｣による判別ー

光琳論

定価 26,400 円 ( 本体 24,000 円 + 税 10%）
Ｂ5判上製函入　本文 348 頁　口絵 16頁
2020 年 9月刊　ISBN 978-4-8055-0880-0　C3071

仲町啓子　著

江戸時代を代表する琳派の絵師、尾形光琳（1658～1716）
について、著者永年の研究を書下ろしにて集大成する。光琳
の子孫の小西家に伝わった文書・画稿類、さらには同年代
の資料を元に、光琳の伝記を再考することで、彼の絵画制作
に対する研鑽の跡を追った。先学の研究を参照しつつも、
既知の完成作品にも新たな解釈を加え、光琳の歩んだ道を
描き出すことを目的とし、その全体像を新たな視点から、
かつ一貫した構想によって捉えなおす。

【國華賞・徳川賞受賞】

お取り扱いは

中央公論美術出版

研究の世界でタブー視されてきた、美術作品をめぐる「鑑定」の入門書。
観るべきポイントを丁寧にひもといていく。

四六判上製カバー装
本文 212 頁　口絵 8頁
ISBN 978-4-8055-1501-3
2023 年 3 月刊 　  C1071
定価 3,520 円
　（本体 3,200 円＋税 10%）
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